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ア 大 ') 火出 ク 中成 孔大 ヲ 1) 1) 
俣、 、

'} 般其 孔物 d、、 心 ノV ヲ 舶有御 プ 山、 、
下火深 J、 ノ ジ 之熔山 エぇ 池 今 一、 、
f保 lit サ概 北而 セ ヲ 岩 J、 JV 片 向 山

~・、 ノ ノ、 国大 ジ JV 北 噴葦. ＿，、 池 盛 大

頁 北約形船 プ 塊大 出 三／ 一 .；・、 一 鍋
岩東百 山南朕般 ノ 一

、
ヲ 一

J、 水 硫 小

一甲 l河入墨ノ 大火 tit 中幅I.!lb ヲ 畑 鍋

ジ蘇十 ジ i民舶 山 』む・ ノ 爆 i甚 ヲ ノ 費、

ブ 野米商 出 山 一 名 火 裂 ．コ＝ー I員 二

上川 ーー 北物 ノ ジ ツ セ 山作 ブ 出爆

盤及 宇〆 ノ ヲ 北 ブ ク JV ノ 用 火 ミ／ 裂
、

J、 其 ブ 長被 大角 J‘、 成集 ノ 孔久火

灰支 火径覆舶閃 ク 居合頻湖住孔、
石 流孔約 J毛 山 安 南火 ヨ 繁 ヲ 山 ア

~p ノ 壁 六 ノV ヨ 山 一 山 1) ナ ナ 一 '} 
、

チ 流 J、 百ニ '} 疋u王, ア 一 成 '} セ J、 JL 

泥域高米由 成 ヲ JV ジ .JV ジ ') ~重、 、
熔約 サ東 '} 生 '} ，，、 ， ア ζE ーー 現池 山、
岩一殆西 ブ ノ 成御輝 ノ 由今御 一
ナ 里 ト ノ 之年 ノv j也石 ナ JV JL i也 ノ、、 、
') ノ 均短 ヲ i－＼：之及 安 ク 重片 所、 、
砿間 一筏 如新 ヲ 古 J.lj ヰヒ 火池 謂

藻 一 ナ 約 JV ジ 南池岩 山 ノ }L 

土砧 '} 四 ヲ キ 大 ヲ 及 ア ノ 二 重

五 ノ 藻 百得 :::? 般 熔 其 ノレ 多爆 爆

！享 土 五 .,-.,. ト 山 岩岩山 ク 裂 裂

サ ノ 十 ジ J、 理i屑米 ノ 火 火、
，，、 露 米米其名 出 ヨ 窪 峯 まL :IL . 

一 出 ア 窪 l質 ツ ノ ') グぇ 頭 ア ア
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一 斗 出 二 山 原 J 、 岡大 入稀 ノ、 外
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ー 干し ノ JV 山 挫 旦 年 ニ 稀 魚色 普

.. 底 中 司王 ノ、 云七一原 一 類 ナ 通
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一 一 ノ y ト
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~ 岩最止 同 局構 火 技 十ノ 商 卒 暦 ス
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前 量 上 是 五 ') 米 ジ 演 ') 米 ーー 活 ノ、 、 、
主B ノ 著 v 米 而 ノ 此 セ ；隣 同 達 勤 南
ノ 熔名 明 Jノ 高 次 ') 岩 時 セ 中 西、
女11 岩 ノ 治；邑 ア サ 同十 ヲ 一 ') JI二 部、
ク ヲ 事四 キ 問Jj 一 ノ 月 I民岩入 ノ 一
今其賓 十 ス 期連活二 出 銭 月 際 ノj、、
同西 ナ ニ 而 岩 ジ勤十 ジ 正 下 一 l民、 、
ノ 目叩 ') 会主 γ 鋒新 一 九 岩 ノ 句於 口、
活 llt.f 同北 プ 正岩依 日 鍔上 ーー プ 生
動近年海熔 ノ 5宰 ') 

る

一 正部至 此 ジ
ノ、 ーー 十道岩依丘 プ 至 ノ がj ヲ 岩火

徐流二 神 ノ 頭 ノ、 ！日当 ') 北一火 鉢 山
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一 e 二 山 出新熔 セ 活 一 ノ 底 J、 3幸
熔 リ 十 ノ 量 熔岩 ジ勤 新 一 ノ 新 ヲ

疋，＿.＿王, 、日 熔 J、
疋＇% ノ 熔再 I質 ノ、 大 熔 噴

ヲ ノ 岩前表表岩 ヒ 口 爆部 岩出

註t 頃大後面面 ＿，、 休 生 裂 分 ノ モノ

出 新 l噴二 以上最止 ジ飛 J、 表 プ

ジ 疋u玉, 出 千上約初 ジ / 寸 散 俄商 岩、
火 鋒 一 一 四 ノ 爾岩 ジ然 ヨ 3宰一
山

、
正共百露十最後鍔究 陥 ヲ 丘
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、

シ 村 中 津鍍 物ノ 輝長ナ是岩 !? 
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